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アフガン陶房誌1977

桑　山　正進

　アフガニスタンの層層調査には1960年代にKunduz，　TashkurghaR，　Istalifでおこなわ

れたものがある［Cendhvres　1972，　Cent1ivres　et　Demont　l967，　Dupaigne　l968，　Charpantier

1972，吉田・小山1967］。調査目的がちがうから私の必要とする情報がすべてみたされる

わけではない。そこで1977年7－8月に機会をつくり23所の陶房を調べた。地域は，

Kabui，　Parawan，　Kapisa，　Ningarhar，　BamiyaR，　Baghlan，　Kunduz，　Takhar，　Samangan，

Balkh，　Juzjanの各州とKandahar市，　Herat市である。飲料水を一期的に貯める壼

（kuzah）は依然としてアフガニスタンの人々にとって必須の容器であることから，kuzah

の成形法とこれに関わる技術を中心に観察を記録した。1980年以来の騒乱が伝統技術の

保持にどんな影響をあたえたか，現段階では知るすべもないが，これに鑑みてここに調査

の一部を公にし，調査の重要性をいちはやく唱導された吉田光邦先生に捧げる。

　SistanとかGhurとかBadakhshanは未調査であるが，調査の結果五つの陶器文化圏

があることを知った。Tashkurghan式，　Kunduz式，　Bala　Bagh式，　KaBdahar式，　Herat

式である（図1）。Tashkurghait式はTashkurghan以西にあってHindukush山脈北倶1の

伝統をつたえる。Kunduz式はKURduzを中心にほぼSurkhab河以東にひろがり，西は

Samangan，東はDasht－e　Arc垣，北はImam　Saheb，南はBamiyan，　ParawaR，　Kabul，

Ghazni，　Jaialabadまでで，　Hindukushをおおきくまたいでいる。この式はもとはKabul

からLaghmanあたりの製陶法であったものが北進してTashkurghan式を駆逐したの

である。kuzahはTashkurghaR式とKunduz式では40－50cmの高さ，Kandahar式や

Herat式ではその半分の大きさ。それぞれ製陶法は異なるが，長頸，卵形の胴部，高台，把

手つきという点では共通する。これら4式とまったく異なるのが，いまはJalalabadの

Ba玉a　Baghに唯一残るBala　Bagh式で，これはここからパキスタンやインドへ広く繋っ

ていく丸底で把手なしの型式である。KuHduz式kuzahはJalaiabadでも生産され，

Bala　Bagh式を蚕蝕しつつある。
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　ここではTas猛urghan式とKunduz式とBala　Bagh式だけに限ってのべる。それは

この3式がアフガニスタンの東半の陶器文化を代表するとともに，Kandahar式とHerat

式はこういつた東半の文化とはそれぞれ独立しているためである。Kunduzにおける聴

取によってここを中心とする陶工の血族関係を知ることができたが，その親族関係表は

おおきなものであるので，要点だけを記すことにした。先学の調査との比較を省略した

のは単に紙幅の綱開による。

　i．K媛Rduz式

陶工はmashleqiとよぶPashtunであり，陶工たちが「quamを一一にする（yak　qaum）」と

いうごとく，婚姻関係を通じて全150家がつながり，全域を包摂するひとつのおおきな血

族集団を形成する。その祖は，いま2家族の陶工のみのさびれたKabulのDeh　Mazaag

陶房にあり，4世代前にここから3家族がKunduzに移住したのがはじまりで，次第に勢

力を伸ばし，今賑に至ったが，かれらももとを正せばLaghmanのAlishengの出身であ

り，mashleqiたるゆえんである。　Kabul市の周辺部Kabul　Bahi，　Shiaa－e　Kab滋，　Kha呈r－

abadの陶房にDeh　Mazangと近い係累がいる。

　4世代前とは牧羊のKanδahari　Pashtunが北部へ移匂した早期で，Surkhab－Kunduz

河流域に入植して冬の住居と耕地をもったKandahari　Pashtunはいまも春夏に羊を移

動し，Badakhshan－KURduz聞を往復している。移住人口が増え，K賑nduz市の建設も

さかんになると，陶工ははじめ移住者同士で婚姻関係を結び，Kunduzを中心に大家族と

なって増産をおこなった。ついで2世代前から山南のΩal‘a－e　Murad　Begの陶工と婚

姻関係にはいり，これをもってKunduz地方各地に陶房を展開させ，需要に答えていった。

古来K：uaduz－Takkar地方で陶房を小規模経難していたのはUzbekであったが，これに

より圧迫されてTashkurghaR以西に去り，SamangaR以粟ではUzbekの陶房は消滅し

た。Uzbek陶工が西へ移住後に技法を変えたわけはないから，いまみるところの孚ask－

kurgkaa式がKu認uz地方の本来の製陶法であったことになる。

　Kun毒z式では，同職同士の婚姻によって技衛を父系で維持する。轄轍技術は主人格

男子が受け継ぎ，他の職技から弟子を採らず，陶房作業はしたがって婦女子をふくめた家

族労働が基本であり，冷房は何家族かの住居を兼ねる。Kunduzの場合はHamal月から

Aqτab月までの8ケ月，Talaqanの：腸・合はHasad月からΩaus月まで9ケ月を通じて作

業し，他の3，4ケ月はLaghman地方に移動して休業するeとを精徴とする。

　販売は岡族が店舗を町のmandawiにもってこれにゆだね，あるいは陶工自身が薄日に
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仮設店舗でおこなう。Khanabadの店舗はmandawiに3軒，町の西入臼に1軒，南入口

に1軒あるが，ほとんどKlu磁uz品である。　Talaqanではmandawiに3店，ひとつは

Kunduz品專門店，ふたつがTalaqan品を売り，そのうちのひとつは売り専門であるが，

もうひとつは陶房の直売店で，作陶中は閉店，市日（dushanbeh）だけ作陶をやめて開店す

る。Baghlanでもmandawiに対面した売店がふたつ。ここには政府直営の陶器工場が

あり，ひとつの売店はその製品，K疑nduz品，Baghlaa品を売り，もうひとつはBaghlan陶

房の直営店である。

　陶房はどこでも町の出はずれにある。Kunduzは市北郊の旧市Bala　Hisar脇（図4：

4）と現市南西部，Talaqanは西5・kmのShahr－e　Konah地区，　Khanabadは南郊Bandar－e

Shulabに向かう途上のTer　Ta職giにある。　Kunduzは陶工数，窯数（5基），生産量とも

に最大で，lshkamish，　gal‘a－e　Zar，　Aq　Tepe，　Dasht－e　Archiからも買い付けがあり，瓢n－

dukushの北，　Surkhab河以東，　Dasht－e　Archi以西にひろく供給する。　Ku且duz以外の陶

房の地から買い付けがある理由は，各地の生産量では不足気昧ということのほかに，

KhanabadとTalaqanの製品は焼きあがりが煉瓦色であまく，khamといわれてこのまれ

ず，白っぽい黄土色に焼き上がったKunduz製品の比較的堅緻な，いわゆるpokhtaなる

製鹸に欝気が集中するからである。焼きあがりの差は粘土にあり，Ku撮uz土はKunδuz

河岸段丘の坑道掘りによってえられた良質粘土である。KhanabadとTalaqanの土は赤

色発色の元凶shulahを含む。　Talaqan陶房は発色に顧慮しないが，　Khanabadでは塩を

混入したKunduz　1を焼成直前の翁面にかけ，白っぽい発色をえ，Kunduz品に似せる工

夫をする。以下に技法関係をKunduzを代表として掲げる。

　輻輔

　轄轄はすべて蹴り輻轍（chalkh）。材質は桑。天板（直径30c淘と蹴り板（薩径60cm）を支

柱（回転軸）の上下に設定し，総高約1m。天板は円盤ないし薄いコマ型。輻韓は住居外

壁にそった地面を方形に掘って設置し，鞭轍工は外壁を背に床にすわって作業する。穴

の縁か，やや下方に陶工と直交する一枚の木板をわたして鞭韓の支：本とし，籾摺の中心に

ひょうぐちをつける。ひょうぐちにグリスをふくんだボールベアリングをいれ，支柱の

回転を円滑にした軸重をMazar－e　SharifとKunduzでは使う。支柱の餌付きに鉄をは

め，板石で受ける場合がおおい（図2ほ，3）。

　成形

　陶工は作業室外壁を背にして鯛網にむかう。（1）輪轄の天板上に粘土紐を環状にして

設置する。この粘土紐は製作に及んで設置する場合と半恒久的に天板一ヒに硬く乾燥した
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状態で設置されている場合とがある。（2）その上に炮烙状の浅い盟をのせて轄轄を緩や

かに回転させながら皿の中心と輔轄の軸をあわせる。（3）皿の上に砂をひとつかみ播く。

砂は成形した個体を皿からたやすく離脱せしめる。（4）一塊の粘土を叩き伸ばして煎餅

状にしこの鐡にのせ姐金体をおおうようにさらに煎餅を押さえのばす。押さえるにつれ

煎餅の周縁は砂のために若干持ち上がる。これは個体を皿から離脱することが容易であ

るか否かをあらかじめ試す意味をもつ。（5）陶工はその難風にある粘土から一塊をこそ

ぎとり太い粘土紐を手でこねあげる。長さはlmほどである。これを煎餅の周縁にきつ

くもみ押しながら一周させ固着させる。さらにもうひとっこんどはやや短く装い粘土紐

を同様につくりさきに一周させた輪状のやや内側にもみ押しつつ固着させる。（6）利き

足で単声を外へ蹴りだす。このときもういっぽうの足は較輔を据えてある方形の穴の向

こう側（陶工がすわる場所と反対側）の縁にあてがっている。右利きの場合は当然輻轍は

反時計回転する。（7）No．5の二重に置いた粘土の輪をひきあげつつ，　kuzaltの腰部から

口縁までを成形する。肩から銀縁を丁寧にしあげ，頸部に柾園を利験して波状の紋様を

施し，以後把手をつける以外に手をくわえない。この部分についてはこの段階で完成で
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ある。（8）炮烙状の皿ごと天板からはずす。（9）そのまま小半時陰干しをする。場所は

さしかけの屋根のしたか，それがない場合は露天で水気を含んだ布で覆っておく。（10）

KURdUZではNo．9の段階が完了したものに把手をつける。把手は片把手であり，粘土紐

をうすい羊嚢様にしたもの。女の仕事である。Khanabadでは2，3個輪輔成形する時

間をおいて把手をつける。（11）再びNo．9の状態にもどして乾燥させる。（12）皿からは

ずして，腹から底部を叩きしめる。女の仕事。TalaqaRでは鎌で底を削ってから叩く。

Khanabadでは叩くときにkuzahの内部に砂をほうり込み，器表に水をしゃつしゃっと

手でかける。叩き具をtopakといい，斜格子の刻みを普通いれてある。土器の内壁をお

さえる道異をgondakあるいはkoteranという。この形態は出土品と嗣じであり，木上

装着のための孔があいているが，柄をつけずに直接手でつかむ。叩き具は紋様とともに

粘土で晃本をつくり，指し物師（naljar）にわたして造らせる。紋様は片面に一種類で，異

なった紋様の合成はない。（13）叩きを終了した段階で底部の形は，皿にあたったままの

形から曲率をおおきくして尖底に近づいた形に変化している。それを逆さにして列置す

る。そういった底に女は砂を塗布していく。（14）1皿をはずした韓韓の天板は，No．1の状

態である。天板上の粘土の輪のなかにkuzaltをさかさまにして固定し，底部に木片で

ひっかききずを付け，粘土紐を環状に付着させ，轄轍を園転させて高台を成形する。この

際削り成形はしない。No．14の段階で作業は再び男の手にうつっている。以上で成型を

完了する。（15）本格的にkuzahを乾燥させる。（16）KhanabadのKunduz製品ににせた

白っぽい焼きのkuzahの場合は，　Kunduz土1セールに対してO．　5セールの岩塩粉末を混

ぜた土汁を窯入れ直前にかける。（17）なおkuzahの口縁型式は作り手によりすこしずつ

異なる。また輻轍担当と叩き担当とは完全に分業であり，両者はセットになっている。

　窯

　khomdaRとよばれる（図3：2）。泥煉瓦と泥で造った直径2mほどの円筒形窯で，室

外に設置。上下二室と両室の境のロストルからなり，上室は土器をつめて焼く焼成室，下

室は燃料を焚く燃焼室であり，狭い焚口が一口あいている。焚口のところの床から窯の

上端までの高さは2mから2．5m。窯入れには入高以上あるため不便であり，これを解消

するために，多くの場合土塀のそばに設置して土塀と窯との聞に土筆をつくり，そこから

窯入れ窯出しをする。燃料を焚く段階で，焚口から風が不用意に燃焼室にはいらないよ

う，焚口の両側に簡単に泥煉瓦などで小規模な垣をつくる。あるいは焚口が地表から

100cmほど掘り下げたところに位置する窯も多い。防風には都合がよい。この場合，窯は

燃焼室の下半分ほどは地面より掘り下げてつくる。KundUzではみな焼成室の天井はな
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図2　　琵就り蠣華霊（1．Kabul，2．　Bala　Bagh，3．　Mazar－e　Sharの数字はcmo

く，開け放たれている。窯入れの最後の段階で土器片を全体にかぶせて天井とし，煙は天

井の全：体からたちのぼる。ロストルは平か，あるいは中心部をやや凸にしている。一方，

ロストルの下面，すなわち燃焼室の天井はどこでも例外なくドームにっくっている。こ

れは火のまわりを万遍なくするためと，Wストル上に積み上げた土器の重さによってロ

ストルが崩壊することを防ぐ。

　2．TashkurghaR式

TashkurghaR式製陶を：おこなう陶工は，　Tajik　（Tashkurghan，　Aq　Chah），Uzbek（Aq

Chah，Shibarghan，　A記khoi），　Turkraen（Aq　Chah）であり，みな古くからこれらの土地の

人間である。各地でそれぞれの陶房単位を構成し，各地間相互のつながりはない。

　Tashkurghanでは陶房はこじんまりした土塀の中にあり，きわめて清潔で整頓され，

Kunduzのように敷地いっぱいに雑然とものをおかない（図4：1，2）。土塀内の南の一

角に寄せて北向きの作業室があり，乾燥には直射日光を避けてその北陰をつかう。陶房

は男子のみで，轄轍をひける主人格と補助作業をする弟子のふたりのみ。父子職技を伝

授するほか，他の職能から青少年を採用して養成する。嬬女子は参加しない。家庭に

あって帽子づくりなどの手仕事をし，bazarに卸す。作業は年闘を通じてすべて室内で

おこなう。室内は夏は涼，冬は窯があるから暖。冬窯と夏窯各1基を室内外にもつ（ee　3：
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3）。陶土はTashkurghan北方のdashtで採取。燃料は燃料屋bu£awalaから一窯分

2500アフガニーで買う。Kunduzとちがい，陶工は製品を売店にわたし，売店は陶工に作

業給与を月単位で定額を支払う。1977年現在主人は4000アフガニー，弟子はIGOOアフガ

ニーの給与。いい給与であるが，陶房は賃貸で，家賃は陶工が支払う。

　Tashkurghanには2軒の陶房があり，ひとつは職部別で，主人の住属はPol－e　Kalanに

あり，職場である陶房は郊外にある。もう一軒の陶工は職住隅一。陶工Ostad　Badalは

すでに死亡しているが，その子供にHaji　Alimと娘がいる。　Ah…nは息子Mohammad

Omarとふたりで一軒の陶房を構成。娘はMoham組adΩayumに嫁いだ。その長男Ya．

‘qubは農業，次男Mohammad　Na‘imはbazarの陶器店主，三男Moham瓢ad　Ikは父と製

陶に従事していたが，父gayumの死後は，　Ostad　Bada1の弟子Mohammad　Sayedの陶

房に移った。Sayedは靴造り職人の息子である。陶工Badal以前のことは不明である

が，Badal，　Alim，Ωayum，　Sayedが一の陶房を経営していたが，　Badalの死後Alimと

Sayedがわかれて二軒となった。　Tashkurghanのkuzah需要はほぼこの二軒で満たさ

れるが，bazarにはShibargkan製表の売店が～軒：ある。

　Shibarghanの陶房はTadmala村の3戸とAfshar　Khana村全41戸中の6戸で，各陶房

はそれぞれの家系でまかなわれている。Afshar　Khanaでは（1）Mohammad　Shanif，

Mohammad　H：alimの兄弟が船瀬のひき手で，llalimの義兄弟∫uma　GulとAbdullah，

ShanifかHal三mかの息子ひとり，兄弟の姉妹の息子Ωa圭im，この三人である。（2）Has－

sanがUstadで，その娘婿Egan　Berdi，　Eganの甥であるGafurとSalehの兄弟，Hassan

の息子Moha憩mad　Allah，　Hassanの甥Sayed　Malakad，　Egakの弟Na‘im。　Egan　Be∫di

は（1）のShanif，　Alim兄弟の親Maulaadの弟子であった。（3）MustafahΩolを頭目

に，その息子Abd　al－K：alim，　Ya‘qub，　Khaleq，　Ghaib　Allahと弟子としてよそからはいっ

たYusuf。　Yusufだけが鞭1薩をひけない。（4）Ma‘jitiを頭とし，その息子Ghulam

Sakhi，および弟子のGafur。　Ma‘jitiとSakhiが輪輔のひき手，（5）Abd　al－Azizを頭に，

その長男Il　Ghash，次男Abd　a1－Manon，三男Ωuduz，四男Saraj　al－DiR。　AzizとGhash

が轄輪のひき手で，ほかは下働き。（6）lbrahimが頭で，その息子lskandarとΩadir。

Ibrahimだけが轄韓をひける。　Shibarghanの陶器店（kuzah－furushi）はHassan，　Halim，

Azizの直営店と，Shomon，　Ramadan，　Samolt，　Akhbarが経営する販売のみの店がある。

　Shibarghanでは，作業一切は六室構成の屋内でおこなわれ，～室は土置き場（図4：

3）。冬期は方形，夏窯は円形で室外に2基あり，敷地内庭に壁に寄せずに設置する（図3：

i）。燃料は干し草と麦藁である。焼成の中途で麦藁をくべて製品の白色化を促進させ
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るという。Tashkurghanと異なる点は，（1）焼成室の横腹に火勢をみる1孔がある。

（2）ロストル中央に孔なく，周縁に同じおおきさの孔がふたまわりある。（3）燃焼室天

井はゆるやかなドーム。（4）焚口手前に小孔がある。それは地下を通って燃焼室の床の

手前geij（焚口の下）につくった泥煉瓦製の長丁台に通じている。台の両側面に3孔あり，

そこから燃焼室に酸素を供給するのである。他地ではみられない設備。（5）燃焼室の四

壁にブリット用のnicheをつくる。

　Aq　Chahには陶房8がある。町北の陶房は土塀もなく，切妻屋根の屡内に轍i轄2台を

設置した作業場があり，乾燥は屋外である。屋外に二連の窯があるのが特徴で，冬窯はな

い。ロストルは申央に大孔をもたず，ShibarghanやKunduzのように周縁に開孔する。

以下にTashkurghan式技法の代表として，Tashkurghanの例を掲げる。

　輻輔

　纏輔は蹴り轄轍。Kun面zのように屋外の地面に掘った穴に設置されるのではなく，

室内の床（地面）上にあり，轄轄支柱の石弓は床に接する。

　成形

　（1）天板上に砂をまく。（2）粘土の一塊を円筒状にこね，直接天板にのせる。炮烙状

の組は使わない。（3）kuzahの腹部以上が成型される。とくに肩以上，頸，口縁は丁寧に

しあげる。（4）天板から成型された全体をこそぐように取り上げる。天板上に粘土はほ

とんど残らない。ここまでに成形されたものはkuzah全形の腹部以上，つまり上半だけ

である。（5）陶工の手のとどく範囲で半乾燥する。（6）ひき手は，鞭輔を未だ許されて

いない弟子とともに，轄轍足下の床で乾いたkuzahを叩き締める工程にはいる。女は陶

房に参画していない。（7）Tashkurgha漁では，唾をはきかげながら，まず三紋の叩き具

topakで腹部以下を叩きだして成形する。丸底ができあがる。この場合，叩きながら，こ

われた甕の凹部に底部をあてがいつつ，底の形を整える。（8）次に，斜格子に刻みがは

いったtopakで，肩から底を丁寧に叩きしめる。頸から口縁までは取り扱わない。　Shi－

barghanではNo．7の工程を行なわず，No．6か日No．8に直接至る。ただしNo．8に至っ

て底部に粘土をやや補足する。ただし底部がこのときまでに特に薄くなっているわけで

はない。（9）kuzahをさかさまにして並列し，乾燥する。乾燥のために並べてある

kuzahの底部に弟子が泥漿を手で塗布していく。（10）乾燥のおわったものを天板にさか

さまに置き，底部に粘土小門を取付け，轄縮の回三下りによって高台を完成する。（11）陶

房外壁にさしかけ部があり，そこで直射日光をさけつつ本乾燥をおこなう。特に冬場は

室内の窯に隣接して架構してある棚で乾燥をおこなう。（12）焼成。
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　窯

　dash－kolaliとよぶ。　Kunduz式でいうkhomdanなる呼称は使わない。機能規模とも

にKunduz式のkhomdanと基本的には同じで，上方に焼成室，下方に燃焼室をおく筒窯。

khomdanには天井がないのに対して，天井を泥煉瓦を持ち送って狭め，ドーム状につく

り，中心部のみを開ける。窯詰め窯出しにはこの開口部をつかう。したがって穴は成人

男子がようやくはいれる大きさである。冬窯は作業屋の入口からもっとも遠い奥の一室

の一隅に設置。夏窯は作業屋と土塀とで決まれた一隅におく。冬夏用ともに外形は方形

である。

　窯は，焚口を地表と同レベルにおき，そこから掘り下げて円穴をほり，燃焼室下半分を

つくる（図3：1，3）。それから泥煉瓦を築いて約2mの高さの窯をつくるのであるが，

その際穴の上端の周縁にそって築きあげるのではなく，ふちから水平に30cmほどの幅を

おいてつんでいき，燃焼室の天井をドーム形につくる。この30cm幅の犬走り状の部分は

燃焼室の高さのちょうど中央にあたり，そこに棚を一一周残せるといった按配になる。こ

の棚は窯詰めに際して小型の施糟陶をおく。Wストルには中央に50cmほどの大孔1を開

け，その周囲に等間隔に小孔6を開け，さらに周縁部に径30cmの孔をやはり等間隔に6開

ける。ロストル周縁部の孔は燃焼室のドーム天井の裾に通じている。室内の冬窯もこれ

とほぼおなじ。ちがうのは，燃焼室天井が押し潰した形のドームである点である。

　3．Bala　Bagh式

Ba圭a　BaghはJalalabad西方22krn，JalalabaδからLaghman，あるいはKabUlへ通ずる古

遵にある。ここは以上とは関連のない独自の製陶法，器型式，窯型式をもち，Jala王abad在

来の伝統を継承する。だれしも土地柄陶工はPakhtunであることを予測するが，実は

Tajikである。　Burbur　Shah，その兄のFaqir　Shah，息子のDauδShah，イトコのMullah

Janが開いている陶房1を残すのみである（図4：5）。

　轄輔はKunduzのように床下設置武の蹴り鞭轄である（図2：2）。陶工は支木と直交

して床にすわる。天板はコマ形で，厚さ12cm，上面直径31cm，下面直径16cm。蹴り板は直

径46cm，厚さ15cmで，二枚裏合わせの円盤。支柱は天板と蹴り板とを直接つないでいる。

支柱の石付は鉄で，板石の上に当たる。天板から穴の底までの高さは103cm。椀，浅鉢な

どの小型のものは一個体の成形に輻輔を使う。天板に背の低い円胴形の粘土塊をのせ，

同種のものを数個一塊からつくる。すべて糸切りによって天板から離脱させる。

　当地から東，kuzahは胴部が球形，払底で，他地と異なる。その成形は型づくりを主体
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とし，輻輪は頸をつけるときに使うのみ。上半部の型には頸を接着するところにおおき

な穴があいている。上半と下半の二個の型にそれぞれ粘土を押しあてがい，やや乾いて

粘土がかたくなった時点で型からはずして両部を接合し，合わせ目に粘土紐をまき，さら

に乾燥させる。半乾燥ののち上半部の中央の穴に口縁をつけて完成させる。このとき個

体を鞭輔にのせ，穴の周縁に粘土紐をおき，ひきあげて頸以上を成形，本乾燥にはいる。

　窯はpajahと呼ばれる（図3：4）。他地の筒窯とは異なり，地面をわずかに掘り下げ

た平面的な窯で，ほとんど野積みである。平面形はペン先形の，綱長い五角形で，陶房の

敷地を懸むpakhsa造りの土塀を奥壁とし，手前がペン先の先端にあたる部分で，焚口に

なる。掘り下げた窯の床は奥壁に向かってせりあがっている。焚口部分は60cmの深さ。

奥詰に接する部分は20－30cmの深さである。奥壁部分は一辺の長さ4．5m，左右は4m。

焚qから奥壁までの床の長さは9m。窯入れは1ケ月に1回。まず燃料として干し草を

しき，その上に牛糞を煎餅状にして乾燥させた燃料をおく。土器はまず大型を奥壁から

順に置いていく。土器と土器との間の隙間にも牛糞燃料をいれる。並べた土器の上に牛

糞をしき，さらに土器を並べて次の段をつくり，JIIEftにする。最後に土器の破片をのせて

干し草で覆い，灰をかぶせる。煙出しは造らない。2昼夜焼成し一纏冷まして窯出しす

る。pajahは現在ここに残っているだけであるが，もとはBes‘ud，Riasad，Shah　MGham－

mad　Khanにもあった。

　このようなpalahは蹴り輻韓とともにパキスタン北部，つまりいわゆるGandhara地

方に広がっていて，Jalalabaδはその西端である。　Mardan地方のShahbaz　GarMでは土

塀を面壁とし，床が奥壁に向かってせりあがっている点，Bala　Baghとおなじであるが，

左右に翻壁を高さ85cmにつくることが異なっている。またここでは奥行は2．8m，幅

2．　3mの方形平面である。なお，ここは大形品の成形には天板に炮烙状の盈を使い，Kun－

duz式である。またSwatのFatehpurの陶磁では窯が陸麗根上にあり，床は平らで，三

方に壁をつくっている。

小結

　Kunduz式がTashkurghan式を駆逐してHindttkushをまたぐ一大陶器瓦を形成した

ことは比較的近年の事態であり，それ湯垢においてはおそらくHindukush山脈以北は

Tashkurghan式陶器文化圏，以南はおそらくKabulからCharikarまでがここでいう

Kuaduz式陶器の文化圏であったはずである。それはともかく，現在の両陶器文化圏に

ついていえば，形態は岡じようでありながら，この両式におけるkuzahの成形法，陶工の
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ありかたにはおおきな違いがあり，その違いがふたつの陶器圏を形成している事実を，陶

房における観察と聴取によって知った。しかし，逆に，できあがった製品を破壊して陶器

片を詳網に観察してみたところ，両式における成形法はある程度までは判別できること

がわかったので，これによってもTashkurghan以西と以東とを区別することができるの

である。陶房における技術を直接観察しないで陶器圏を設定することが可能であるから

には，陶房技法の観察が不可能な古代に関してこのことはおおくの示唆を与える。

　Kunduz，　TashkurghaR，KaRdahar，　Hera£を問わず，アフガニスタンの伝統技術による

貯水用の壼kuzahは長頸で把手が口縁から肩へとわたり，底は高台がつく型式であり，一

方，窯は例外なく筒窯である。このふたつの特徴はアフガニスタンばかりではなく，Amu

Daryaをこえた地域にもおよんでいる。一方，　JalalabadではBa圭a　Bagh式kuzahのよ

うにこれとは全然系統を異にする型式があらわれ，それはインド＝パキスタン亜大陸へと

分布していく。この点で∫alalabadはふたつの型式の交差する地域である。　Jalalabad

がそのような交差の地域であったことは古い蒋代についても商える。つまりこの型式の

分布は考古学上の蒔代に属するそれらの分布と軌を一にし，時代による消長はあるが，古

代から一貫している。たとえば紀元後の一一千年をみても，Jalalabadから東はいわば軟質

の無把手丸面の赤色土器の文化圏であり，それより西や北は硬質の把穿つき黄色土器の

文化圏である。しかし，蹴り競輪といった輔輔型式の面では∫alalabadもそのほかの地

域と岡じである。蹴り鞭鰹はせいぜいインダスまでで，それより東や南は地面に重量の

あるおおきな石盤を天板とした手廻し．観韓となる。陶器の型式は東にひきつけられた型

式であるのに対し，それを作成するための鞭轄の型式は西のものである。Jalalabadから

インダスにいたる地域はこの点でも東と西とが交差する。この地域は実は玄契が吠面

西域託』で北インドにふくめた地域であり，玄斐は北インドをほかのインドと異なった曲

俗地域とし，インドの六境ではないと観察している。製陶法に反映したこの地域の特性

はすでに7世紀初頭には顕れていたのである。

　これに関連して現代Kash磁rの製陶法はきわめて興味ぶかい。訟訴はインド全般と

岡じ地面に据えた手廻し輕輔。貯水用の壼は感動の型式。ところがインド金般では窯は

Bala　Bagh式の野積みであるが，ここでは筒窯である。しかしJalalabad以西のような

使い方はしない。ロストルはあるから燃焼室と焼成室は備わっているが，使用に際して

その区別をしない。ロストルの上に製品と燃料とを交互にいれながら窯詰めし，その燃

料に火をつける。つまりロストルの上は焼成室と燃焼室を兼ねる。これは野積みの方法

を本来の筒窯でいう焼成室においておこなうといった代物である。このような窯の扱い
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方はBala　BaghからMardanやSwatにかけての窯と比較するとよい。　Bala　Baghでは

地薗に掘り窪めた野積みであったものが，　MardanやSwatでは高い側壁を持つようにな

るから，Kashmirでは側壁を一一歩進めて壁が全体を囲むようになったものと理解できる

かもしれない。しかし，Bala　BaghはもとよりMardanでもSwatでもロストルはない。

ロストルを備えたKashmirの筒窯は一・一一一体どこから導入されたのであろうか。やはり

Ja圭a圭abad以西の型式との関連なしには存在しないであろう。筒窯はKashgarでも使っ

ているが，Jala圭abad以西とおなじ通常の使用法にしたがっている。北西インドにおける

Kashmirの特異性はこんなところにもあらわれている。
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